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大口の動き
〈前月比〉

人口計 68，475 + 93 
男 32，977 + 49 
女 35，498 + 44 

世帯数 20， 158 + 31 
11月T日現在
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音からの技術を受け継ごうと 子供だちがわら草履作りに挑戦

「ワ戸一難しかJ iねえおじいちゃんここはどげんすっとJ iだ、めだめそこはね…」
秋の陽は お年寄りと子供疋ちのふれあいを 暖かく包んでいましだ
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1日?，200トン
の水処理が可能

昭
和
町
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
ま

し
た
水
道
部
の
心
臓
部
と
も
い
う
べ

き
坂
口
浄
水
場
の
諸
施
設
が
完
成
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
諸
施
設
は
、
旧
軍
時

代
か
ら
の
施
設
を
、
戦
後
、
引
継
、ぎ

使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に

ω

年
余
り
を
経
過
し
老
朽
化
が
ひ
ど
く

水
処
理
能
力
が
半
減
し
、
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
第
7
回
拡
張
変
更
事
堂
ポ
と

し
て
日
億
8
0
0
0
万
円
の
巨
費
を

投
じ
、
着
水
井
施
設
、
傾
斜
板
沈
殿

池
、
急
速
ろ
過
池
、
機
械
薬
品
注
入

設
備
、
電
気
計
装
設
備
お
よ
び
天
日

乾
燥
場
内
整
備
な
ど
、
近
代
的
な
施

設
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
施
設
の
有
効
利
用
を

図
り
、
将
来
は
1
日
3
万
ト
ン
の
浄

水
施
設
を
順
次
計
画
し
、
長
期
的
展

望
に
立
っ
て
水
資
源
対
策
な
ど
の
充

実
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。

大
村
市
の
水
需
要
も
年
ご
と
に
増
加

し
て
い
ま
す
よ
小
も
限
り
あ
る
資
源
H

で
す
。
大
事
に
使
う
よ
う
心
が
け
て

下
さ
い
。

ま
た
、
水
も
れ
な
ど
を
発
見
さ
れ

た
ら
水
道
部
(
宮
①

1
1
1
1
)
か

最
寄
り
の
水
道
工
事
指
定
庖
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

の

を

毎
月
の
保
険
料

ー
』

P
圃
帽

を
前
も
っ
て
ま
と

b
.同
M
W
め
て
払
込
ま
れ
る

=
司
E
E・
岡

-
E
E
-
-

引々い
M
Z守
と
、
次
の
よ
う
な

⑮

払

ご

割

引

き

を

行

い
ま

⑧
納
ド
・
2

J

⑮

-

則

恥

叫

ん

札

れ

I
U…

の
と
き
は

0
3
か
月
分
ま
と
め
て
払
う
と

・・・
1
0
0
0
円
割
引
き

0
6
か
月
分
ま
と
め
て
払
う
と

・・・
5
0
0
0
円
割
引
き

0
1
年
分
ま
と
め
て
払
う
と

・・・
1
万
円
割
引
き

と
大
変
お
得
な
、
前
納
払
込
み
制

度
を
ご
利
用
下
さ
い
。

問
合
せ
先

大
村
郵
便
局
保
険
課

(宮
②
2
8
0
1
)

家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
い
正
月
を

一一一一一一一一一一一三一一一一一一一口
年

末

年

始

防

犯

運

動

55一一一一一一一一一一一

大
村
警
察
署
(
宮
③

3
1
2
6
)

師
走
や
正
月
は
、
各
種
の
犯
罪
や
置
引
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

非
行
が
多
く
な
り
ま
す
。

O
押
売
り
で
迷
惑
す
る
と
き
は
山
番

家
庭
で
も
防
犯
に
心
が
け
、
楽
し
し
ま
し
ょ
う

い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

o訪
問
販
売
は
品
物
を
よ
く
吟
味
し

犯
罪
防
止
の
た
め

で
買
い
ま
し
ょ
う

O
外
出
す
る
時
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け
、
少
年
非
行
防
止
の
た
め

お
隣
り
に
一
声
か
け
て
空
巣
狙
い
O
子
供
達
に
規
則
正
し
い
生
活
を
過

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ご
さ
せ
ま
し
ょ
う

O
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー

・
乗
物
な

O
お
年
玉
や
小
遣
い
の
無
駄
使
い
を

ど
人
が
混
む
と
こ
ろ
で
は
ス
リ
や
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う

<.，; 

ご
協
力
下
さ
い

釣
り
船
な
ど
の

自
巳
巴
M
M
A

司
副

d
E呈

d
a
F
品
目
足
奇
跡
若
島

遊
漁
と
漁
業
の
円
滑
な
漁
場
利

用
を
図
り
、
健
全
な
遊
漁
の
育
成

指
導
の
た
め
釣
り
船
な
ど
の
実
態

調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

自
家
用
釣
り
船
(
マ
イ
ボ
ー
ト
)

を
持
っ
て
い
る
人

調
査
方
法

次
の
事
項
を
、

電
話
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
農
林
水
産
課
水
産
係
へ

お
知
ら
せ
下
さ

い
。

O
自
家
用
釣
り
船
の
所
有
者
名

O
住
所

・
電
話
番
号

O
船
名

連
絡
期
限

ロ
月
日
日
附

問
合
せ
先

農
林
水
産
課
水
産
係

※
お
知
ら
せ

い
た
だ
い
た
人
に
は

今
後
、
遊
漁
に
関
す
る
講
習
会

の
案
内
や
資
料
な
ど
の
配
布
を

行
う
予
定
で
す
。

ご協力下さい)心の和 (工事中ご迷惑をおかけしますが、伸ばして広がる

O
子
供
の
外
で
の
行
動
に
関
心
を
持

ゃ
っ
宇
ナ
し
ょ

F
7

O
子
供
の
良
く
な
い
行
為
を
見
か
け

た
ら
「
愛
の

一
声
」
で
止
め
さ
せ

キナ
し
ょ
・フ

※下水道
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吋人
権
週
間

V
M
M
R
4
日
i
m
日
ト

差
別
や
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う

「す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
と
こ
ろ
が
、
こ
の
権
利
を
「
勝
手
」

が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
っ
、
や
「
気
ま
ま
」
と
間
違
え
て
、
他
人

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
の
立
場
券
」
考
え
る
こ
と
な
く
、
自
分

る
(
第
1
条

前

文

)

」

の

権

利

だ

け

を

主
張
し
た
り
、
勝
手

こ
の
世
界
人
権
宣

言

が

国

際

連

合

な

行
動
を
し
た
り
す
る
人
が
い
る
た

で
採
択
さ
れ
て
、
今
年
で
お
年
目
を

迎
え
ま
す
。

人
権
と
は
、
社
会
に
お
い
て
幸
福

な
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
、
人
間

と
し
て
の
固
有
の
権
利
で
あ
り
、
大

切
に
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

むおお

摘

4
司

/
WいL

昭
和
時
年
分
の
控
除
申
告
を
楠

刷

長
業
ヰ
土
庁
事
P

3
主
主

さ
九
る
日
変
コ
土
、
ち
ま
七
、
が
引
の
相

市政だより(3) 

め
、
他
人
の
人
権
が
侵
さ
れ
る
事
件

が
起
き
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ

く
り
ま
し
ょ
p
?
。

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
人
権

問
題
に
つ
い
て
お
困
り
の
人
は
、

人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

松

尾

武

大
川
田
町

m

g
⑤
7
0
2
4
 

皆
同
郷
町
制

告
⑤
8
5
4
5

杭
出
津
2
丁
目
似

合
④
2
8
6
0

下
久
原
知

1
1

2
③
6
0
9
4
 

田 r
JII 

寿

山
}II 

澄
哉

石
橋

正
夫

違
反
広
告
物
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

街
路
樹
も
赤
く
染
ま
っ
た
り
、
葉

が
落
ち
た
り
し
て
す

っ
か
り
冬
の
気

配
を
見
せ
始
め
ま
し
た
ね
。

そ
ん
な
街
路
樹
や
電
柱
な
ど
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
違
反
広
告
物
は
、
街

の
美
観
を
損
う
だ
け
で
な
く
、
と
き

に
は
歩
行
者
に
危
害
を
お
よ
ぼ
し
ま

す
。
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
と
き

は
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

ー
許
可
を
受
け
て
い
ま
す
か
1

県
が
定
め
た
都
市
計
画
区
域
な
ど

交
通
死
亡
事
故
が
続
け
ば

QvaD冒
む
を

a
省。

最
近
の
県
下
に
お
け
る
死
亡
事
故

叩

日

間

の

警

報

が

発

令

さ

芯
ど
重
大
事
故
の
増
加
は
目
に
あ
ま

れ
、
こ
の
間
事
故
防
止
の
呼

る
も
の
が
あ
り
、
何
と
か
県
民
一
体
び
か
け
や
取
締
り
の
強
化
な

と
な

っ
て
交
通
事
故
の
防
止
を
図

ろ

ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

う
と
「
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
発

令
」
の
制
度
が
ロ
月
1
日
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
央
.フ
ロ
ッ
ク
警
報

大
村
・
諌
早

・
川
棚
警
察
署
管
内

で
叩
日
間
以
内
に
交
通
死
亡
事
故

が
4
人
以
上
に
達
し
た
と
き

全
県
警
報

県
内
で
叩
日
間
以
内
に
7
人
以
上

に
達
し
た
と
き

市
内
で
も
死
亡
事
故
続
発

今
年
に
な
っ
て
、
す
で
に

8
人
が
交
通
事
故
に
よ
り
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

吉
年
1
年
間

(
4
人
)
の
倍
と

い
う
誠
に
憂
う
べ
き
状
況
で
す
。

無
暴
運
転

・
ウ
y

カ
リ
運
転
が
思

わ
ぬ
事
故
を
ま
ね
い
て
い
ま
す
。

の
、
許
可
を
必
要
と
す
る
地
域
に
設

置
す
る
と
き
は
、
諌
早
土
木
事
務
所

(岱
諌
早
②
0
0
1
0
)
の
許
可
を

受
け
て
下
さ
い
。

ー
禁
止
物
件
に

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
l

街
路
樹

・
電
柱

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・

街
灯
柱
な
ど
に
は
、
設
置
で
き
ま
せ

ん。
|
道
路
上
に

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
|

道
路
上
に
は
、
道
路
法

・
道
路
交

通
法
に
よ
り
道
路
の
維
持
管
理
や
交

通
安
全
上
、
設
置
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

(少しの酒でも死亡事故につながり ます)飲んだら乗るな※乗るなら飲むな

「警
報
発
令
」
に
な
ら
な
い
よ
う
、

お
互
い
に
ル
l
ル
弁
守
り
「安
全
運
転
」

で
明
る
い
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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開
票

b むおお

投
票

市政だより

午
前
ワ
時
:
午
後
6
時

(
午
前
ワ
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
)

午
後
ワ
時
釦
分
市
民
体
育
館

総
選
挙
は
国
政
を
左
右
す
る
重
要
な
選
挙

で
す
。
私
た
ち
有
権
者
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と
責

任
を
も
っ
て
、
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
総
選
挙
と
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

川，，，，，...ロ川口:山口''''昭 和 58年12月1

ロ
月
間
目
的

i
口
日
出

投
票
時
間
午
前
8
時
初
八
刀

1
午
後
5
時

投
票
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
(
別
館
1
階
)

転
入
し
た
人
の

不
在
者
投
票

最
近
大
村
市
に
転
入
し
、
ま
だ
大

村
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
前
住
地
の
選
挙
管
理

選撃に闘1f~
窃闘含せ13... 

巴G包包包白80、
市役所別館 1階
台 ③-41 1 1内線303・304
④3520 (直通)

委
員
会
に
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
を

し
て
、
大
村
市
で
不
在
者
投
百
T
Z
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
の
方
法
な
ど
は
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

一
窃
司
市州為
自

wa
一

一
宮
母
包

b
a
守

一

投
票
所
の
入
場
券
は
、
郵
便
で
、

直
接
、
皆
さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。

ロ
月
9
日
頃
、
発
送
し
ま
す
が
、
も

し
届
か
な
い
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
ま
た
は
お
近
く
の
出
張
所
へ
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

な
お
、
最
近
市
内
で
転
居
さ
れ
た

人
は
、
名
簿
の
移
し
か
え
が
で
き
な

い
人
も
あ
り
ま
す
。
入
場
券
に
記
載

さ
れ
た
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
入
場
券
を
よ
く
確

か
め
て
投
票
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

一代
理
段
票
お
よ
び

一

一

点
字
禄
票
も

一

一

で
き
ま
す

一

身
体
の
故
障
ま
た
は
文
盲
の
た
め

に
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を

書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
代
理
投

票
(
投
票
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代

っ
て
書
く
こ
と
)
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
申
し
出
で

下
さ
い
。

ま
た
、
視
力
に
障
害
が
あ
る
人
で
、

点
字
で
投
票
す
る
人
も
、
投
票
所
で

申
し
出
て
下
さ
い
。

たくましく

不
在
者
投
票
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

投
票
日
に
や
む
を
え
な
い
用
務
な

ど
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
投
票
所
へ

行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
活
用

下
さ
い
。

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

衆
議
院
議
員
選
挙

ロ
月
3
日

ω1口
日

ω

墨
田
同
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

心豊かに※育て少年

一
選
挙
公
報
お
よ
び

一

一

審
査
公
報

一

衆
議
院
議
員
選
挙
公
報
及
び
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
公
報
は
、

ロ
月
日
日
頃
、
町
務
連
絡
員
を
通
じ

て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

も
し
、
届
か
な
い
世
帯
、
が
あ
り
ま

し
た
ら
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
お

近
く
の
出
張
所
ヘ
ご
連
絡
下
さ
い。



v
伊
申
伊
叩
伊
噌
伊
噌
伊
噌
伊
申
。
市
句
時
伊
申
切
。
伊
申
伊
N
V
伊
申
司
叩
伊
噌
伊
噌
伊
噌
伊
噌
伊
申
伊
噌
伊
申
伊
申
伊
申
。
申
伊
噌
伊
噌
伊
噌
伊
噌
臼
vh

向

重

度

の

身

体

障

害

の

人

は

向

…
郵
便
投
票
の
ご
利
用
を
一

骨
身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者
が
で
き
る
障
害
の
程
度
、
交
付
手
封

。
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
続
き
、
投
票
の
方
法
な
ど
詳
し
い
明

骨
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
に
こ
と
は
早
目
に
選
挙
管
理
委
員
会
封

。
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

。

ム
ウ
ら
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
な
お
、
す
で
に
証
明
書
の
交
付
向

。
け
て
、
そ
の
人
の
現
在
す
る
場
所
を
受
け
て
い
る
人
で
、
投
票
用
紙
。

句
で
投
票
用
紙
に
記
載
を
し
、
こ
れ
の
請
求
を
さ
れ
る
人
は
、
投
票
日
対

。
を
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
投
票
の
4
日
前
(
ロ
月
比
日
)
ま
で
に
制

持

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

申

し

出

て

下

さ

い

。

封

。

証

明

書

の

交

付

を

受

け

る

こ

と

割

五
伊
申
伊
申
伊
申
伊
申

F
F
明
暗
情
的
白
前
俗
噌
伊
申
4
F
F
自
伊
噌
伊
申
明
暗
明
世
伊
叩
伊
噌

p
vv申
ψ
F
4世
明
暗
伊
噌
伊
噌
伊
噌
伊
申
伊
申
伊
申
1
3
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せ
っ
か
く
投

票
所
へ
出
か
け

て
投
票
し
た
も

の
が
、
無
効
投

票
と
判
定
さ
れ

て
は
、
が
っ
か

り
で
す
ね
。
無

効
投
票
で
は
投

票
し
な
か
っ
た

の
と
同
じ
結
果

に
な
り
ま
す
。

貴
重
な

一
票

を
ム
ダ
に
し
な

い
た
め
に
「
投

票
用
紙
に
は
候

補
者
の
氏
名
だ

け
を
正
し
く
ハ
ッ
キ
リ
」
と
書
き
ま

し
ょ
-
70

(JjヨæJ(ill~日
呂~~日~@~~

むおお市政だより(5) 

最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査

の
投
票
方
法

交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
裁
判
官

の
氏
名
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
裁
判

官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏
名
の
上
の

欄
に
×
を
書
き
、
や
め
さ
せ
な
く
て

よ
い
と
思
う
裁
判
官
に
は
何
も
書
か

な
い
で
下
さ
い
。

O
印
や
ム
印
な
ど
余
計
な
こ
と
を

書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

転
入
し
た
人

新
成
人
の
人
を

選
挙
人
名
簿
に

登
録
し
ま
す

ー
ロ
月
2
日
現
在
で
資
格
者
を
調

査
し
ま
す
。

1

今
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
人
は
次
の
通
り
で
す
。

新
た
に
大
村
市
に

転
入
届
を
し
た
人

昭
和
問
年
9
月
2
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
た
人
で
、
昭
和
犯
年
ロ

月
四
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

以
前
か
ら
大
村
市
に

住
ん
で
い
る
新
成
人
の
人

昭
和
お
年
9
月
3
日
1
お
年
ロ

月
刊
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

山

f

'

j?i
l
E

チ
ャ
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
食
べ
た
り

川

一

釦

キ

し

ょ

幽

ユ

ズ

湯
に
入
る
と
、
風
邪
を
ひ
か

一

…

hw品
川

崎

醤

な

い

と

さ

れ

て

い

る

地

方

が
た
く
…

t
11414

さ
ん
あ
り
ま
す
。

川

町
こ
と
し
の
冬
至
は
は
月
幻
目
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
街

川

町
厳
密
に
言
う
と
午
後
7
時
初
分
で
頭
で
首
玄
五
を
す
る
姿
が
目
立
ち
ま

叫

…
す
。
こ
の
時
刻
に
、
太
陽
は
地
球
す
。
ロ
月
は
「
歳
末
た
す
け
あ
い
…

一

の
最
も
南
側
を
通
り
ま
す
。

運
動
」
の
期
間
に
あ
た
っ
て
い
る

一

一

冬
至
の
目
、
北
半
球
で
は
夜
が
か
ら
で
す
。
こ
と
し
の
目
標
額
は

…

叫

1
年
の
う
ち
で

一
番
長
く
、
そ
の

臼
億
9
1
0
9
万
1
0
0
0
円
。

山

一
ぷ
ん
昼
が
短
く
な
り
ま
す
o

東
京
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
た
い
も
の

一

…

を

例

に

と

る

と

、

昼

の

時

で

す

。

山

…
聞
は
、

1
年

中

で

最

も

長

歳

末

た

す

け

あ

い

運

動

…

…

い
夏
至
に
比
べ

4
時

間

も

区

t

は
「
や
さ
し
さ
を
隣
人
に
」
…

…
短
く
、
百
時
間
で
す

0
2

と
い
う
主
旨
で
共
同
喜

一

山

こ
の
冬
至
を
境
に
、
昏
一

事
業
の

一
つ
と
し
て
、
昭

叫

一
の
時
間
が
だ
ん
だ
ん
長
く

L

和
お
年
に
始
め
ら
れ
た
も

一

一
な
り
ま
す
。
こ

れ

を

毎

日

ゐ

々

、

の

で

す

。

一

…
の
日
差
し
の
変

化

に

例

え

昨

年

は

約

η
億
円
の
お

…

叩
て
、
「
蘭
お
ー
い
ぐ
さ
の
こ
と
)
金
が
集
め
ら
れ
、
恵
ま
れ
な
い
人

川

一
の
節
だ
け
長
く
な
る
」
「
た
た
み
の
や
災
害
に
遭
っ
た
人
た
ち
な
ど
に

山

一
日

一
つ
ず
つ
延
び
る
」
な
ど
と
言
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

一

…
っ

た
り
し
ま
す

O

I
l
l
l
i
l
1
1
1
1

一

一

太

陽
が
再
び
H

元
気
H

に

な

る

一

h

U

H

F

-

剛

一
「

一
陽
来
復
の
日
」
と
し
て

、

こ

の

一

何

日

幽

V

一

一

即
日
に
お
祝
い
を
す
る
風
習
が
世
界
一

4
.

，
F

一

…
の
各
地
に
あ
り
ま
す
。
ク

リ

ス

マ

一

4

・・v一
一

…

ス
が
こ
の
時
期
な
の
も
冬
至
に
関
一

a・
・

E

一

…
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

一

4
・

・

・

…

…

日
本
で
は
、
冬
至
の
日
に
カ
ボ

r
i
l
l
-
-
M
l
…

E
F
E
-
-
s
h
旬
月
旬
日

ωか
ら
引
受
け
ま
す
。
帯
内
・
県
内
・
県
外
に

2
3
2分
け
て
抱
月
別
日
一回
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
。

※12月10日(土)は金融機関休業日です(公金の取扱いはいたしません)



(6) b むお

§司包曾(Z会Z)ム
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お山山

保
健
コ
ー
ナ
g

い
て

3
回
接

種
し
ま
す
0

0
第

2
期

(追

加
免
疫
者
)

第

1
期
3
回

目
接
種
後
ロ

ー
四
か
月
に

至
る
期
間
の

幼
児
。

(
要
領
)
い
ず

れ
か
の
日
に

1
回
接
種
し

ま
す
。

該
当
す
る
幼
児

。
第
1
期
(
初
回
免
疫
者
)

生
後
M
1
4
か
月
の
幼
児
で
、
初

回
免
疫
が
完
了
し
て
な
い
幼
児
。

(
要
領
)
3
1
8
週
間
の
間
隔
を
お

接
種
で
き
な
い
幼
児

O
熱
が
あ
る
幼
児

O
か
っ
け
や
心
臓

・
じ
ん
臓

・
呼
吸

器
の
悪
い
幼
児

O
胸
部
リ
ン
パ
体
質
の
幼
児

3種混合予防接種目程表

会場名 接種回 目
3 !f耳目l 自 2回目

市 ィ生 所
12/20(火) 1/17(火) 2/14(火)

萱瀬出張所

諏訪 公民館

三 浦出張所 12/21(制 1/18(水) 2/15(水)

鈴田出張所

竹松出張所
12/22(木) 1/19(木) 2/16(木)

福重 出張所

中地区公民館
12/23(i) 1/2α釦 2/17(釘

松原出 張所

時間 午後 2 時~ 3 時

※ジフテリア ・破傷風(2種)第2期も同時

に行います。

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

お
願
い

体
温
を
必
ず
計

っ
て
き
て

下
さ
い
。

健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す

対
象
と
な
る
人

ω
i
mo歳

※
各
種
社
会
保
険
な
ど
で
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
除

き
ま
す
。

料
金

無
料

予
{
早
人
員

6
0
0
人

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
手
帳

※
持
た
な
い
人
は
、
生
活
環
境
課
、

各
出
張
所
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

実
施
日
・
場
所

ロ
月
ロ
日
開

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

ロ
月
日
日

ω
福
祉
セ
ン
タ
ー

ロ
月
比
日
附

中
地
区
公
民
館

ロ
月
日
目
的

竹
松
出
張
所

受
付
時
間

午
前
日
時
(

J
日
時

午
後

1
時

1
3時

間
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

刊
は
月
の
妊
婦
教
室

内
容
を
変
更
し
ま
す

次
の
通
り
変
更
し
ま
す
。

同
日
同

入
浴
の
さ
せ
方

・
育
児
用

品
の
そ
ろ
え
方
ほ
か

幻
自
附

妊
娠
中
の
栄
養

・
お
産
に

つ
い
て

・
妊
婦
体
操
ほ
か

生
命
保
険
と

税

金

生
命
保
険
の
保
険
料
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
支
払
い
額
に
応
じ
て

一
定
額
が
所
得
税
を
計
算
す
る
と

き
に
、
所
得
金
額
か
ら
除
か
れ
ま

す
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
通

常
年
末
調
整
の
と
き
に
控
除
を
受

け
ま
す
の
で

「給
与
所
得
者
の
保

険
料
控
除
申
告
書
」
を
、
勤
務
先

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
の
人
の
場
合
は

「確

定
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
控
除
を
受
け
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
支

払

っ
た
保
険
料
が

一
契
約
で
年
間

9
0
0
0
円
を
超
え
る
と
き
は
、

保
険
会
社
な
ど
の
払
込
証
明
書
を

添
付
ま
た
は
、
提
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
満
期
保
険
金
や
死
亡
保

険
金
な
ど
を
受
け
取

っ
た
場
合
は

契
約
内
容
に
よ
り
、
相
続
税

・
贈

与
税
あ
る
い
は
所
得
税
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

諌
早
税
務
署

(宮
諌
早
②
1
3
7
0
)

※生命の (大村湾はみんなの財産です)

⑩
⑧
⑧一⑧
一⑧
⑧
⑧
⑩
一⑨

氏
hA
-b
口
百
貝
守
人
丁
正

-vf

ろ
Z
ホ
β
P
J
u
司会
副
元
ら

受
取
り
ま
し
ょ
う

O
料
理
屈
・
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
で

遊
興
飲
食
を
し
た
と
き

。
す
し
庖

・
レ
ス
ト
ラ
ン

・
喫
茶

庖

・
讃
戚
な
ど
で
1
人
の
料
金

が
2
5
0
0円
を
超
え
る
と
き

O
旅
館
の
宿
泊
料
金
が

1
人
1
泊

5
0
0
0
円
を
超
え
る
と
き

。
旅
館
で
の
飲
食
料
金
が

1
人
で

2
5
0
0
円
を
超
え
る
と
き

な
ど
に
料
理
飲
食
等
消
費
税
が

か
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
公
給
領
収
証
を
受
け

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
金
が
正

し
く
納
ま
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
料
金
の
明
細
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
明

朗
な
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

諌
早
県
税
事
務
所

(宮
諌
早
②

0
0
1
0
)

尊さ諭す粉石けん
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第17回大村市老人福祉大会(%市民会館) ・:
市内98の老人クラブから、約1200人ガ参加 j
し開かれ、老人福祉年金の増額など9項目;

を決議しました。 マ

むお

健
康
教
育
講
演
会

旬
月
6
日

午

後

1
時
羽
分

i
3
時

竹
松
出
張
所

「
成
人
病
と
食
生
活
に
つ
い
て
」

講
師
大
村
市
医
師
会

早
田
医
院
早
田
正
裕
先
生

お市政だより(7) 

樋
図
ー劇
団

※大村線

大きな声で叡いました
(児 市民会館)

市内の15の小学枝から約1200人ガ参加し
て小学校音楽会が開催されました。
児童たちは、日ごろ音楽の時間に学んだ、合 ;
唱や合奏などを元気いっぱい披露しました0"'"

演奏しましだー

乗せて行〈僕らの夢を

.家事を忘れて楽しみました
(% 市民体育館)
連合婦人会の第9回レク1)工ーシ
ョン大会lこ、約400人が参加。
リレーや皆んなで踊つだり楽しい
オ白を過しました。

・・・・・砂

新しい消防車ガ届きました(九市役所)

第12分団(松原地区〉に新しい消防 .
車ガ配車されましだ。市役所前で市 j
長からキーを渡され、分団の皆さん :
んは、防火の決意を新疋にしていま
し だ"'"

おわびと訂正
什月15日の力メラすぽ;
:っと(おおむら察特集〉で:
;優雅な踊り「沖田踊り」は;
「寿古踊り」の誤りです。;
;おわびして訂正します。



(8) b 

福
祉
の
ひ
る
脇

むお

健喜
行雲5
ぃgzz
ま三!お
す'己

お市政だより

対
象
と
な
る
人

父
ま
た
は
母
が
原
爆
被
爆
者
で
、

昭
和
幻
年
6
月
4
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

申
盗
刀
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
受
診
申
込
書
(
保

健
所
・
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
)
に

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
書
い

て
申
し
込
ん
で
下
さ

実
施
時
期

昭
和
四
年
1
月
初
日
働
1
2
月
日

日
幽
の
予
定

※
希
望
者
に
、
後
日
、
連
絡
し
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先
福
祉
課
社
会
係

スミヨ?
両亘の

空包
義官
集碕

対
象
共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭

の
カ
ギ

ッ
子

期
間
ロ
月
お
日
刊
1
1
月
7
日
出

大
村
手
話
サ
ー
ク
ル
発
足
5
周
年
記
念

刊
は
月
刊
日
(
日
)
午
前
叩
時
()
午
後

O
時
初
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

由

@ 

号

日"山口山口江 昭和58年12月1

三D

ほ
nu 
no 

〈
催
し
も
の
〉

手
話
A

立嗣

手

話

劇

手
話
漫
才
ほ
か

皆
さ
ん
の
、
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

戦
没
者
な
ど
の

国
庫
債
券
を

買
上
げ
ま
す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
国
庫
債
券

を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
買
上
げ

篇
涯
を
し
て
い
ま
す
。

買
上
げ
条
件

生
活
に
困
っ
て
い
る
人

対
象
債
券

O
第

3
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

O
第
4
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

O
第

9
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券

問
合
せ
先
福
祉
課
社
会
係

叫
ん
ま
領
制
似
合
。
《
弱
含
多
②
五1113

一…

w

i
親
身
に
な
っ
て
相
談
を
受
け
る

i

ω

w

身
体
障
害
者

・
精
神
薄
弱
者
相
談
員
山

ハ
ぃ
市
内
に
は
、
心
身
に
障
害
の
あ

7
0
0
2
)
で
は
、
専
任
相
談
抗

日
い
る
人
や
、
そ
の
保
護
者
の
人
な
ど

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

弘

け
い
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
、
必
要
な
身
体
障
害
者
相
談
員
(敬
称
略
)
仏

情
指
導
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
①
全
障
害

弘

治
関
係
機
関
の
業
務
に
対
す
る
協
力
、

田
中
信

一

宮
②
2
9
2
2
仏

治
援
護
思
想
の
普
及
に
関
す
る
業
務

下
村
初
雄

官
⑤
8
4
3
3
弘

一
い
を
行
っ
て
い
る
、
身
体
障
害
者
・
村
崎
明
雄

宮
②
6
7
7
5

けい

情
精
神
薄
弱
者
相
談
員
の

皆

さ

ん

が

①

視

力

弘

一
一
活
躍
し
て
い
ま
す
。

林

茂

宮

①
4
8
7
4
県

川
ハ
相
談
員
の
皆
さ
ん
は
、
障
害
の

①

ろ

う

あ

弘

一
い
あ
る
人
の
立
場
に
立
っ

て

相

談

本

村

順

子

宮

④
4
3
2
7
体

的
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
精
神
薄
弱
者
相
談
員
(敬
称
略
)

品

川
い
に
ご
相
談
下
さ
い
。

高
月
兼
作
宮
②
3
7
4
8

w

ハ
ハ
※
な
お
、
福
祉
課
、
身
障
連
事
務
池
田
和
代
官
③
6
7
2
6
弘

一一

局
(
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
宮
③

県

刊
;

吟一七

樋
駐

¥
J
3i
d

i
‘

W

一
一一…M
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圃圃
園
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圃
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陽
明
，

F
M
・
-
圃
圃
・
・
一
圃
圃
圃
・
・
園

談

治

…刊
一汁
崎
刈
同
園
温
圏
一紘一…

m
'ij
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a
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aF
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a
E
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÷
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…
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※12月25日(日)の障害児一日保育は、 12月18日(日)に変更します
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

宮
④
3
4
6
4
l

む

衛銭
¥
一
三

子
ど
も
会
や
P
T
A

障
問
『
将
北

な
ど
の
活
動
に
役
立
て

削
引
主
二
一
p

・
〉

二

-

-

〉

ヨ

ベ

J
J
-

三

園
昌
司

cr」
て
し
た
た
く
た
凶
α日
開
催

闘

白

し
ま
す
。

劃

断

言
J

終
了
し
た
人
に
は
県

Mu--刊
沢

教
育
委
員
会
か
ら

「技

川

巴

巴

衡

認
定
証
」
が
交
付
さ

'

・

れ

、

認
定
証
を
持
っ
て

S

い
る
と
フ
ィ
ル
ム
、
映

引
引

写
機
を
無
料
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
ロ
月
四
日
側
、
初
日
例

午
後
6
時

1
9時

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定

員

初

人

受
講
料
無
料

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ

受
付
開
始
ロ
月
5
目
的

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

おお市政だより(9) 

ま
す
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

何
ミ
リ
映
画
鑑
賞
会

新
し
く
購
入
し
た
映
画
を
中
心
に

開
催
し
ま
す
。

日

時

ロ

月
日
日
∞

午
後
7
時

1
8時
却
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

題
名
O
親
た
ち
の
ス
ク
ラ
ム
(
青
少

年
教
育
)

O
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
(
ア
ニ
メ
)

o
幼
い
心
を
ど
う
し
ま
す
か
(家
庭

教
育
)ス
ポ
ー
ツ

V

コ
ー
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

長
崎
県
研
修
会

ス
ポ
ー
ツ
指
導
昌
一
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、

コ
l
チ
、
体
育
指
導
員
な
ど
多
く
の

場日 人
所時 の
午去

大コ甫 12茄
村ミ 9月を
小ユ時 11お
学ニ 30日待
校テ分(日)ち
体イ 1 し
育セ午 て
官官ンノ会 い
タ 5 ま
l時す;

内
容
。
講
演
「
余
暇
と
ス
ポ
ー
ツ
」

o
菩
義

「人
を
動
か
す
」

O
実
技
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

対
象

地
域

・
団
体
な
ど
で
ス
ポ
l

ツ
の
指
導
を
し
て
い
る
人

持
っ
て
く
る
も
の

筆
日
間
具
、
運
動
服
、
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
な
ど

申
込
期
限

ロ
月
刊
日
∞

受
講
料

1
0
0
0
円
(
当
日
)

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

「
1

新
規
購
入
何
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
紹
介

一

ロ

月
1
日
附
よ
り
貸
し
出
し
ま
庭
教
育
)

一
す
。
ご
利
用
で
さ
・い。

O
ゆ
が
ん
だ
視
線
(
市
民
教
育
)

一

o
安
寿
と
厨
子
王
(
ア
ニ
メ
)

O

親
た
ち
の
ス
ク
ラ
ム
(
青
少
年

一

o
年
は
と
っ
て
も
(
家
庭
教
育
)
教
育
)

一
0
幼
い
心
を
ど
う
し
ま
す
か
(
家

O
さ
よ
な
ら
子
ネ
コ
ち
ゃ
ん
(
児

一

庭

教

育

)

童

劇

)

一
0
善
悪
の
け
じ
め
を
育
て
る
(
家

f
i
l
l
-
-視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

第
お
固

県
民
体
育
大
会
終
る

日
月
5
・
6
日
、
長
崎
市
を
中
心

に
聞
か
れ
、
大
村
市
か
ら
叩
人
の
選

手
団
が
出
場
し
、
日
頃
の
技
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
で
は
社
会
体
育
優

良
団
体
な
ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
団
体
成
績

(
3位
ま
で
)

弓
道

総
合
3
位、

一
般
男
子
近

的
2
位
、
一
般
女
子
近
的
2
位

銃
剣
道

1
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

成
年
男
子
1
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
般
男
子
2
位

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

2
位

ラ
グ
ビ
ー

2
位

サ
ッ
カ
ー
壮
年

3
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
般
女
子

3
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

男
子
3
位

卓
球

壮
年
男
子
3
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
般
男
子
3
位

一
般
女
子
3
位

個
人
成
績

(
1位
の
み
・
敬
称
略
)

軟
式
庭
球

(
壮
年
)
鶴

・
野
平

組
(
則
歳
会
)
森
上

・
飛
口

組
弓
道

(
一
般
女
子
近
的
)
田
中

邦
子

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

(
少
年
の
部
)

野
副
秋
良
(
少
女
の
部
)
堀

内
明
子

被
表
彰
者
・
団
体

(
敬
称
略
)

社
会
体
育
優
良
団
体
賞

大
村
市
軟
式
野
球
協
会

社
会
体
育
功
労
者
賞

立
花
助
春
(
剣
道
協
会
)

箇
尉
幸
雄
(
陸
上
協
会
)

森
林
勝
見
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
山
)

福祉センター)午後1時'"'-'3時(12月17日(土)

市周1&8[f3 A ru 
昭和38年4月2日'""39:年4月7日

生まれの人

名簿 12月31日現在の住民票を墓に作成します。
問合せ先 教育委員会社会教育課

※新成人者代表で「成人式実行委員会」を構成し、

育意義な成人式を準備中です。

※耳とことばの相談日

対象と怠る人
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昭
和
日
年

新
年
名
刺
変
換
会

申

込

受

付

日
時

昭
和
問
年
1
月
2
日
間

午
前
日
時

場
所

市
民
会
館
3
階
会
議
室

会
費

8
0
0
円

申
込
期
限
ロ
月
ロ
日
開

間
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
秘
書
係

昭
和
日
年
度

県
育
英
会
奨
生

(
高
校
・
高
専
)

予
約
募
集
中

貸
与
月
額

公
立
H
7
0
0
0
円

国
立
高
専
H
7
0
0
0
円

私
立
日
l
万
3
0
0
0
円

申
込
方
法

関
係
書
類
(
各
中
学
校

に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の
う
え、

各
中
学
校
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い。

申
込
期
限

ロ
月
日
日
同

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
庶
務
課

第
叩
回

大
村
混
声
合
唱
団

発

表

会

日

時

ロ
月
日
日
間

午
後
1
時
却
分
開
演

場
所

市
民
会
館

入
場
料

3
0
0
円

内
容
O
女
声

・
男
声
合
唱

。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
立
日楽

O
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

O
合
唱
組
曲

「山
に
祈
る
」

問
合
せ
先

大
村
混
声
合
唱
団

(宮
②
4
0
0
0
田
川
)

お
年
寄
り
年
忘
れ
演
芸
大
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら
荘」

で
、
年
末
の
1
日
を
楽
し
く
過
し
ま

せ
ん
か
。

日

時

ロ
月
刊
目
的

午
前
日
時

i
午
後
3
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

}
弘
湯

aJ一…JlJJ-
UL--

場
所

税
に
関
す
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

規
格
O
B

5判

(お
・
7
×
凶・

2

叩)
の
画
用
紙
に
、

叩
()
日

m四

……訴
事
り
が
と
う
ご
窓
い
ま
し
た

ブ
リ
泉
の
里
へ
鰻
頭
別
個

《
香
典
返
し
》

マ
長
岡
チ
ク

(竹
松
本
町
)
泉
の

里
へ
み
か
ん
1
箱
、
な
し
2
箱

マ
大
村
高
校
塞
庭
ク
ラ
ブ
H
泉
の

里
へ
ゲ
i
ム
、
歌
謡
慰
問
ほ
か

マ
鈴
木
理
容
院
ほ
か
8
名
H
泉
の

里
へ
理
髪
奉
仕

マ
長
崎
北
公
民
館
霊
園会
(
長
崎

市
)
泉
の
里
へ
つ
く
ろ
い
物
、

話
し
相
手
、
歌
謡
と
踊
り

マ
中
央
地
区
婦
人
会
料
理
グ
ル

l

プ
リ
{
丞
庭
奉
仕
員
派
遣
問
世
帯

へ
慰
問
と
手
作
り
の
お
や
つ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

マ
寿
々
木
松
子
(
西
本
町
)
舞
台

幕
、
後
幕
一
式
(
刊
万
円
相
当
)

マ
山
本
政
男
(
古
賀
島
町
)
人
形

ケ
ー
ス
1
個
、
博
多
人
形
加
個

方
の
大
き
さ
で
黒
1
色
で
書
い
て

下
さ
い
。

0
用
紙
の
裏
面
に
、
住
所
、
氏
名
・

年
齢

・
職
業
・
性
別
を
書
い
て
下

支」
い
。

O
余
白
に
、
図
案
に
つ
い
て
の
簡
単

な
説
明
を
書
い
て
下
さ
い。

応
募
期
限

ロ
月
M
日
∞

当
日
消
印
有
効

提
出
・
問
合
せ
先

敬
称
略

目
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
緒
方
リ
ウ

(
玖
島
郷

・
亡
夫
正

善
)
刊
万
円

マ
永
田
ツ
ネ

(
西
大
村
本
町
・

亡

夫
義
夫
)
3万
円

マ
猪
股
豊
(
鬼
橋
町

・
亡
母
サ
ク
)

初
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
福
田
郁
子
(岩
松
郷

・
亡
夫
又

六
)
泉
の
里
へ

5
万
円

諌
早
税
務
署

(干
制
諌
阜
市
水
昌

東
町
却
、

宮
諌
早
②
1
3
7
0
)

入
賞
発
表
昭
和
問
年
3
月
上
旬

そ
の
他
O
入
賞
作
品
の
使
用
権
は
募

集
者
に
属
し
ま
す
。

O
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

及
川行
川

(川
一

《
一
般
寄
付
》

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
ニ
ュ

l
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

(西

本
町
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春

(本
町
2
丁
目
)
大

村
子
供
の
家
へ

1
万
円

マ
第
l
、
2
竹
松
本
町
老
人
ク
ラ

敬
称
略

⑧

@

⑪

 

笹
川
唱
曾
限
骨
組
v
a
v
A
W
H
M
W

山
山

4
C骨組
v
h
v
明
、

清
清
掃
セ
ン
タ
ー

宮
④
3
T
O
O

不
燃
紛
集
聾
附
か
ら
運
ば
れ
て
来

た
も
の
の
中
に
、
島
際
物
が
混
入
さ

れ
て
い
た
た
め
不
燃
物
処
理
設
備
で

爆
発
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
設
備

は
、
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。
ー
人
の

不
注
意
で
今
顧
の
修
理
費
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
物
以
外
は

持
ち
出
さ
な
い
よ
う
に
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
燃
え
る
ご
み
の
中
に
、
燃

え
な
い
ご
み
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ご
み
の
減
量
と
分
別
排
出
に

ご
協
力
下
さ
い。

消
防
訓
練
を

行
い
ま
す

市
立
病
院
宮
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T

入
院
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
避
難

・

誘
導
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

火
災
報
知
器
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
り
♂

非
常
放
送
を
行
っ
た
り
し
ま
す
が
、

訓
練
の
た
め
の
も
の
で
す
。
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